





























































































































さん我君様時は昨日の昼の比大方殿に着き給ふ金売吉次信高の馬追冠者 て候ふが東 旅 物うさに大和竹によをこめて草刈笛とて吹き給ふ我君様」とぞ申されける扨も其後上瑠璃御前は重ねて十五夜召し出し
いかにや
十五














































































い。また『胸算用』や『曽根崎心中』に描かれているのは同じような町人層である。その中で コレ」の使用にこのような違いあるのは、もちろん小説と演劇という実現形態 異なりによるところが大き であろう。西鶴の小説は本を前に て文字 たどりながら読んでいくもの 一方近松の文章 、歌舞伎に ろ人形浄瑠璃にしろ、観客 目の前で会話が現実に展開される そこにはよりリアルな会話が要求され、生み出され 可能性がある。
　西鶴は俳諧を出発点としている。 「俳諧的」 いうのも西鶴の
文章について指摘される特徴である 無駄がないのである。それは 『胸算用』 の亭主と小者との掛け合いにもよくあらわれていしたがって『永代蔵』 『胸算用』 一度ずつ使われて 「コレコレ」は、いわばここぞというときにそれなりの重みをもって使われている、と うことができよ 。しかし、実際 会話には意
味のない無駄な発話も多い。最初に引用した『曽根崎心中』お初の自問自答 「ハアたれやらがヲヽそれよ」 などもその例であろう。しかしこれがこの台詞にリアリティをもたらしているのではないだろう 。近松の「コレ」も西鶴とは別のいき方でリアリティを醸し出す役割を果たしている。
Ⅳ
　それでは、 会話を多く含む近世初期の笑話集はどうか。 まず 『き




























田所町に、甲州屋の甚右衛門とて、代々法花宗ニ而物忌ひをせらるゝ。旧冬廿八日まで商売いそがわし。御飾りの道具もこしらへざるゆへ、作介をよびて、 「飾り縄をなゑ」といふに、作介手をついて 「不調法なる私、飾りをいたさば、ろくでは御座るまい」といふ。亭主気にかけて、 「ばかめが」といふて、そばなる薪を投げつける。作介、 「
是
旦那、また
なげきをなさる」と云。甚右、 「さて〳〵是非もないたわけじや。左様の事 ぬかさぬものじや。あすは大晦日じやに、かならず粗相 いふな。ことに元旦には諸事とり落し 物をうち割りなどしても、 「目出たくなりた」とばかりいへ」と言ひつけけるに、棚より物の落ちかゝりければ 宙にてとり、 「我があ んかぎりは、めつたに目出度はせまい」といふた。
　甲州屋の甚右衛門という法華宗で縁起かつぎをする主人が、下
男作介に縁起の悪いことばを言わせまいとするが、かえって作介は「ろくでは御座るま 」 「なげきをなさる」 「めつたに目出度はせまい」と、次々に縁起の悪いことばを発するという話である。ここでは腹を立てて薪を投げつけた亭主に向かって作介が「是旦那」と呼びかけている。
　『軽口露がはなし』は、関西落語の祖とされ、辻咄で知られた
露の五郎兵衛の作である。 『鹿の巻筆』 に比べ、 「気さくで庶民的」（小高敏郎）
とされている。発話の語としては「さて」 「さても」 「そ
































































































































































中宵庚申』は享保的な表現である、 い のである。表現はまずはそういった時代の傾向を映すものである。現わ はそれぞ 異なっているが、西鶴にし も鹿野武左衛門や露の五郎兵衛、米田彦八、そして近松にしても、より現実らしく 欲求は共通している。 れは 世 入って文学や演劇に「現実らしさ」が求められ、そして「現実らしさ」を表現することを可能にする環境が整っていた証であると考えられよう。寿岳章子
（一九七四）
は









『曽根崎心中』第四巻 　一九七八『堀川波鼓』第七巻 　一九七八『丹波与作待夜小室節』第八巻 　一九七九『用明天皇職人鑑 五『平家女護島』第十九巻 　一九八三『心中宵庚申』第二十三巻 　一九八三以上、正本近松全集 　勉誠社『浄瑠璃御前物語』 一心二河白道 新日本古典文学大系 　古浄瑠璃説
経集 　岩波書店 　一九九九
『日本永代蔵』近世文学資料類従 　西鶴編第 巻 　勉誠社 　一九七六『世間胸算用』同前第十四巻 　勉誠社 　一九七『きのふはけふの物語』 『鹿の巻筆 『軽口露がはなし』 『軽口御前男』 　
日本古典文学大系 江戸笑話集 　一 六六
『菅原伝授手習鑑』日本古典文学大系 　文楽浄瑠璃集 岩波書店 　一九
六五
『浮世風呂』日本古典文学大系 　岩波書店 　一九五七『エソポのファブラス』 　『天草版伊曽保 勉誠社（私に翻字した） 　
一九七六

























祐田義雄 　『曽根崎心中・冥途の飛脚』解説 　岩波文庫 　一九七七






識などと った、正攻法の読解に必要な情報をおさえつつ、そこに筆者の幅広い教養、近現代の哲学や心理学など 視点も導入する。 そうして見えてくるのは 『五人女』を素材にして筆者の描く、 「恋の万華鏡」
である。
　「 『五人女』には、ほぼ対等で主体的な相









文学の展開」 「 『春雨物語』の世界」の二編が備わる。後者は『春雨物語』簡略に各話に触れ、研究史を俯瞰できる。以下第二章には、 「血かたびら」 「天津処女「目ひとつの神」 「死首の咲顔」 「宮木が塚」 妖尼公」「捨石丸」 「樊噲」の詳論が備わる。これまでの研究を活用した著者の新知見が詳述される。
　秋成研究者の第一人者である著者が秋成
没後二〇〇年に向けて、満を持して放った論の数々に我々は息を呑まれるばかりである。（二〇〇九年一 月 　岩波書店 　Ａ５判 　三四六頁 　税込一〇二九〇円） 
〔河村公康〕
